
は
じ
め
に

本
財
団
は
、
設
立
趣
意
書
（
１

９
５
０
年
２
月
）
で
謳
う
「
単
に

疾
病
の
治
療
ま
た
は
療
養
だ
け
が

対
象
に
な
る
も
の
で
な
く
、
疾
病

の
よ
っ
て
起
こ
る
社
会
的
な
疾
患

を
匡
正
す
る
ま
で
に
発
展
せ
し
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
て

こ
そ
こ
の
事
業
の
新
し
い
真
の
姿

が
発
揮
さ
れ
る
。
即
ち
広
い
意
味

の
厚
生
事
業
に
ま
で
手
を
延
ば
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
こ
う

い
う
諸
活
動
と
諸
施
設
を
一
般
大

衆
の
福
祉
の
増
進
と
い
う
目
標
の

も
と
に
統
一
さ
れ
れ
ば
医
療
事
業

も
は
じ
め
て
完
成
の
域
に
達
す
る

こ
と
と
信
ず
る
」
を
基
本
視
点
と

し
て
い
る
。

宮
城
厚
生
協
会
の
諸
事
業
が
、

地
域
医
療
と
介
護
、
福
祉
の
充
実

に
寄
与
し
、
地
域
住
民
の
健
康
と

健
や
か
な
生
活
を
支
え
得
る
こ
と

を
願
い
、
日
本
国
憲
法
が
定
め
る

平
和
・
人
権
・
民
主
主
義
の
原
則

と
、
国
民
の
生
存
権
と
文
化
的
生

活
の
実
現
の
た
め
に
努
力
す
る
も

の
で
あ
る
。

宮
城
厚
生
協
会
の
使
命
と
存
在

価
値

◦
わ
た
し
た
ち
は
、
非
営
利
・
公

益
の
保
健
・
医
療
・
福
祉
事
業

で
社
会
に
貢
献
し
ま
す
。

◦
わ
た
し
た
ち
は
、
基
本
的
人
権

が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し

ま
す
。

Ⅰ
、
事
業
経
営
を
め
ぐ
る

環
境
認
識

◇
我
が
国
の
65
歳
以
上
の
高
齢
者

貧
困
率
は
19
・
４
％
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
加
盟
国
で
４
番
目
の
高
さ
と

な
っ
て
い
る
。
18
歳
未
満
の
子
供

の
貧
困
率
は
16
・
３
％
と
過
去
最

高
と
な
り
６
人
に
一
人
が
相
対
的

な
貧
困
層
と
な
っ
て
い
る
。
労
働

者
の
賃
金
は
物
価
上
場
に
追
い
つ

か
ず
実
質
賃
金
は
目
減
り
し
、
生

活
保
護
の
生
活
扶
助
基
準
も
段
階

的
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
貧

困
と
健
康
は
相
互
に
関
連
し
、
低

収
入
や
失
業
に
よ
る
受
診
控
え
が

し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
。

◇
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者

の
医
療
・
介
護
や
障
害
者
施
設
の

利
用
料
負
担
の
免
除
措
置
は
低
所

得
者
を
中
心
に
一
部
で
継
続
さ
れ

て
い
る
が
、
被
災
直
後
の
二
割
程

度
し
か
利
用
さ
れ
て
い
な
い
。
国

の
追
加
財
政
支
援
は
２
０
１
５
年

度
で
終
了
と
な
り
、
減
免
措
置
の

継
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

◇
日
本
の
社
会
保
障
費
は
、
高
齢

者
人
口
の
増
加
や
医
療
技
術
の
進

歩
な
ど
に
よ
り
年
１
兆
円
規
模
の

自
然
増
が
必
要
と
さ
れ
る
が
、「
骨

太
の
方
針
２
０
１
５
」
は
プ
ラ
イ

マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
の
た
め

に
、
２
０
１
８
年
度
改
定
を
含
め

て
診
療
報
酬
の
マ
イ
ナ
ス
改
定
を

強
調
し
て
い
る
。
２
０
１
８
年
度

に
は
第
７
次
医
療
計
画
及
び
第
７

期
介
護
保
険
事
業
（
支
援
）
計
画

が　

ス
タ
ー
ト
し
、
診
療
報
酬
と

介
護
報
酬
の
同
時
改
定
が
行
わ
れ

る
。

◇
２
０
１
６
年
診
療
報
酬
改
定

は
、
本
体
部
分
を
０
・
49
％
引
き

上
げ
る
一
方
で
薬
価
等
を
大
幅
に

引
き
下
げ
、
実
質
マ
イ
ナ
ス
１
・

03
％
と
な
る
２
回
連
続
の
マ
イ
ナ

ス
改
定
と
な
っ
た
。
こ
の
14
年
間

で
も
診
療
報
酬
は
実
質
８
・
67
％

引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
。
日
本
病

院
協
会
調
査
で
は
59
・
２
％
が
赤

字
経
営
で
あ
り
、
医
療
経
営
は
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
。

◇
２
０
２
５
年
ま
で
に
認
知
症
高

理事会風景（坂総合クリニック8階会議室）
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齢
者
が
７
０
０
万
人
を
超
え
、
２

０
４
０
年
ま
で
に
０
～
64
歳
人
口

が
３
，
０
０
０
万
人
減
少
す
る
と

予
測
さ
れ
る
中
で
、
二
次
医
療
圏

毎
の
人
口
構
造
の
変
化
や
医
療
資

源
投
入
量
に
応
じ
た
地
域
医
療
構

想
が
策
定
さ
れ
る
。
宮
城
県
の
地

域
医
療
構
想
「
２
０
２
５
年
の
必

要
病
床
数
」
資
料
で
は
医
療
資
源

投
入
量
に
よ
る
病
床
区
分
の
う
ち

現
在
の
慢
性
期
病
床
７
，２
２
０
・

７
床
が
３
，
８
９
１
・
５
床
～
３
，

８
６
２
・
６
床
に
減
少
す
る
試
算

が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
２
０

１
７
年
度
末
に
は
、
介
護
療
養
病

床
と
医
療
療
養
病
床
の
設
置
期
限

を
迎
え
る
。

◇
こ
れ
ら
の
削
減
対
象
と
さ
れ

る
慢
性
期
病
床
や
療
養
病
床
に

は
、
医
療
的
な
要
因
以
外
に
も
自

宅
で
の
介
護
力
や
経
済
的
問
題
な

ど
様
々
な
理
由
を
抱
え
る
方
も
多

い
。
そ
う
し
た
社
会
的
背
景
を
解

決
し
な
け
れ
ば
大
き
な
混
乱
を
招

く
と
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、

国
は
「
１
億
総
活
躍
社
会
・
緊
急

対
策
」
で
介
護
家
族
の
離
職
を
な

く
す
と
謳
い
、
介
護
施
設
、
在
宅

サ
ー
ビ
ス
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

者
住
宅
を
50
万
人
分
増
や
す
と
し

て
２
０
１
５
年
補
正
予
算
で
１
８

９
億
円
が
投
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
で
も
病
床
削
減
に
よ
っ
て
急
増

す
る
「
社
会
的
介
護
の
必
要
数
」

と
は
か
け
離
れ
た
実
態
が
あ
る
。

◇
２
０
１
７
年
度
開
始
予
定
の
新

専
門
医
制
度
は
、
よ
り
質
が
高
く

社
会
か
ら
信
頼
の
得
ら
れ
る
専
門

医
養
成
を
目
的
と
し
て
い
る
。
プ

ロ
グ
ラ
ム
は
そ
の
多
様
性
を
確
保

し
多
く
の
病
院
が
基
幹
病
院
と
し

て
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、
大
規
模
病
院
が
優
遇
的
に
取

り
扱
わ
れ
て
い
る
。
専
門
医
養
成

は
基
幹
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
有
す
る

医
療
機
関
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ず
、

専
門
医
取
得
後
の
職
場
・
地
域
選

択
に
つ
い
て
は
個
人
の
権
利
が
保

障
さ
れ
な
い
可
能
性
も
指
摘
さ
れ

て
い
る
。
医
師
確
保
と
専
門
医
養

成
は
事
業
発
展
の
基
軸
で
あ
り
、

慎
重
に
対
応
を
進
め
て
い
く
。

◇
こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
の
中

で
、
各
々
の
事
業
所
が
地
域
に
お

け
る
役
割
を
明
確
に
し
、
地
域
住

民
の
健
康
と
穏
や
か
な
生
活
を
支

え
得
る
医
療
・
介
護
事
業
に
、
真

摯
に
取
り
組
む
こ
と
が
根
幹
的
な

視
点
と
な
る
。

Ⅱ
、
２
０
１
６
年
度
事
業
計
画

本
財
団
は
、
公
益
認
定
法
人
と

し
て
、
公
益
的
事
業
の
推
進
と
経

営
の
透
明
性
、健
全
性
を
確
保
し
、

社
会
的
役
割
の
発
揮
に
全
力
を
尽

く
す
。
東
日
本
大
震
災
発
生
か
ら

５
年
、
被
災
者
・
被
災
地
が
抱
え

る
問
題
は
ま
す
ま
す
複
雑
化
・
深

刻
化
し
て
い
る
。
社
会
的
風
化
が

表
れ
つ
つ
あ
る
中
、
長
期
的
視
点

で
支
援
活
動
を
行
う
。「
保
険
医

療
２
０
３
５
年
」
も
視
野
に
「
２

０
２
５
年
医
療
・
介
護
改
革
」
へ

の
本
格
的
な
対
応
を
進
め
、保
健
・

医
療
・
介
護
事
業
を
一
体
の
も
の

と
し
て
、
環
境
変
化
に
対
応
し
た

中
長
期
事
業
計
画
を
策
定
す
る
。

理
事
会
機
能
強
化
を
は
じ
め
と
す

る
組
織
変
革
、
人
事
制
度
改
革
を

進
め
な
が
ら
、
職
員
教
育
・
研
修

シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
、
全
職
員
が

参
画
す
る
事
業
運
営
に
努
め
る
。

１
、
患
者
の
立
場
に
た
つ
診
療
事

業
、
無
料
低
額
診
療
事
業
を
行
う

◇
地
域
医
療
支
援
病
院
の
坂
総
合

病
院
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
の
中
核

と
し
て
地
域
連
携
を
重
視
す
る
。

入
院
を
中
心
と
し
た
救
急
・
専
門

医
療
を
充
実
さ
せ
６
疾
患
５
事
業

に
取
り
組
む
。

◇
各
病
院
・
診
療
所
は
、
地
域
で

の
医
療
・
介
護
の
連
携
を
大
事
に

し
、
求
め
ら
れ
る
役
割
を
担
う
。

◇
高
齢
者
入
居
施
設
「
は
な
み
ず

き
」
は
、
低
所
得
者
や
在
宅
医
療

を
必
要
と
し
た
方
で
も
入
居
で
き

る
ホ
ー
ム
と
し
て
切
実
な
地
域
需

要
に
応
え
る
。

◇
第
二
種
社
会
福
祉
事
業
と
し

て
、
無
料
・
低
額
診
療
事
業
を
重

視
す
る
。

◇「
医
療
相
談
」「
生
活
相
談
」「
介

護
相
談
」に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

２
、
保
健
予
防
・
集
団
的
健
康
管

理
事
業
を
行
う

◇
「
協
会
け
ん
ぽ
」
健
診
事
業
の

充
実
、
専
門
性
を
生
か
し
た
特
定

健
診
・
保
健
予
防
活
動
を
重
視
す

る
。
疾
病
予
防
事
業
と
し
て
の
運

動
療
法
、
労
働
安
全
衛
生
法
に
基

づ
く
産
業
医
活
動
に
取
り
組
む
。

◇
振
動
病
・
頚
肩
腕
障
害
・
職
業

性
腰
痛
、
被
曝
者
健
診
及
び
被
曝

二
世
健
診
、
ア
ス
ベ
ス
ト
に
よ
る

健
康
障
害
や
じ
ん
肺
に
関
す
る
健

康
相
談
等
労
働
者
・
住
民
の
健
康

問
題
に
取
り
組
む
。

３
、
医
療
従
事
者
の
研
修
教
育
、
医

学
・
看
護
学
等
の
研
究
事
業
を
行
う

◇
東
北
大
学
と
東
北
医
科
薬
科
大

学
と
の
連
携
に
よ
る
医
師
・
薬
剤

師
養
成
、
み
ち
の
く
総
合
診
療
医

学
セ
ン
タ
ー
で
の
家
庭
医
・
総
合

診
療
医
養
成
に
取
り
組
み
、
地
域

医
療
を
担
う
医
師
・
薬
剤
師
を
育

て
る
。

◇
専
門
研
修
の
た
め
国
内
外
大

学
・
研
究
機
関
へ
の
研
修
派
遣
を

行
い
、
地
域
医
療
に
貢
献
す
る
。

◇
救
急
医
療
・
地
域
連
携
・
教
育

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
地
域
開
放
型

待合室（坂総合クリニック１号館）

新心カテでがんばるスタッフ（坂病院）
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研
修
会
の
開
催
、
救
急
救
命
士
の

認
定
研
修
、
認
知
症
対
応
力
能
力

向
上
を
目
的
と
し
た
研
修
会
等
を

実
施
す
る
。

◇
医
師
・
薬
剤
師
・
看
護
師
を
は

じ
め
と
し
た
、
医
療
・
介
護
系
学

生
の
研
修
・
実
習
の
受
け
入
れ
、

育
成
を
行
う
。

４
、
訪
問
看
護
・
介
護
、
通
所
、

在
宅
介
護
支
援
事
業
、
障
害
者
の

医
療
・
福
祉
事
業
を
行
う

◇
悪
性
疾
患
へ
の
対
応
、障
害
児
・

重
度
の
乳
幼
児
へ
の
訪
問
、
ケ
ア

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
核
と
し
た
在
宅

看
取
り
へ
の
対
応
な
ど
、
在
宅
で

の
療
養
と
介
護
を
支
え
る
。

◇
医
療
度
の
高
い
遷
延
性
意
識
障

害
者
、
重
度
の
障
害
者
・
肢
体
不

自
由
者
の
療
養
を
支
え
る
。

◇
24
時
間
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

や
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
自

立
支
援
型
サ
ー
ビ
ス
の
強
化
に
向

け
計
画
的
な
人
材
育
成
を
行
う
。

５
、
地
域
住
民
と
の
協
力
に
よ
る

健
康
増
進
事
業
を
行
う

◇
地
域
住
民
と
協
力
し
て
「
健
康

相
談
会
」「
離
島
健
診
」「
仮
設
住

宅
等
で
の
健
康
相
談
会
」「
路
上

生
活
者
等
の
健
康
を
守
る
健
診
・

食
事
会
」
等
の
健
康
増
進
に
取
り

組
む
。

◇
県
内
に
避
難
し
て
い
る
福
島
第

一
原
発
被
曝
者
、
被
災
住
民
の
健

診
や
相
談
会
、
双
葉
町
か
ら
の
避

難
者
や
県
南
地
域
で
の
甲
状
腺
エ

コ
ー
検
診
等
に
取
り
組
む
。

６
、
総
合
的
な
社
会
保
障
制
度
確

立
に
関
す
る
事
業
を
行
う

◇
地
域
住
民
の
健
康
権
を
守
る
た

め
、
社
会
福
祉
士
な
ど
に
よ
る
医

療
相
談
・
生
活
援
助
に
取
り
組
む
。

◇
社
会
保
障
制
度
が
活
か
さ
れ
る

よ
う
、
医
療
・
介
護
現
場
の
気
づ

き
を
大
事
に
し
な
が
ら
改
善
援
助

に
取
り
組
む
。

処置室（坂総合クリニック２号館）

南
光
台
地
域
包
括
支
援 

 

セ
ン
タ
ー
の
状
況
と
役
割

２
月
よ
り
南
光
台
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
に
就
任
し
ま
し

た
。南

光
台
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
現
在
保
健
師
１
名
、
社
会

福
祉
士
２
名
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
１
名
、
介
護
支
援
専
門
委

員
１
名
、
機
能
強
化
職
員
１
名
の

６
名
で
事
業
を
運
営
し
て
い
ま

す
。仙

台
市
よ
り
委
託
を
受
け
て
、

南
光
台
中
学
校
区
、
南
光
台
東
中

学
校
区
を
担
当
エ
リ
ア
と
し
て
、

地
域
で
暮
ら
す
高
齢
者
を
、
介

護
・
福
祉
・
医
療
・
権
利
擁
護
・

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な

ど
様
々
な
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す
る

た
め
の
総
合
相
談
機
関
で
す
。
併

の
人
口
で
65
歳
以
上
は
12
・
２
％
、

高
齢
化
率
25
・
２
％
（
泉
区
は

22
・
７
％
）、
75
歳
以
上
12
・
４
％

（
泉
区
９
・
６
％
）。
75
歳
以
上
は

１
１
３
３
３
世
帯
で
、
一
人
暮
ら

し
５
８
５
名
、
高
齢
世
帯
（
高
齢

夫
婦
・
高
齢
世
帯
含
）
１
３
６
８

世
帯
で
す
。

毎
月
、
電
話
や
来
所
相
談
が
平

均
１
１
０
件
で
す
。
１
月
は
１
２

２
件
で
し
た
。
総
合
相
談
の
中
に

は
自
死
や
障
害
を
持
つ
家
族
の
相

談
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
方
面
、
職

能
団
体
と
の
連
携
が
必
要
で
す
。

介
護
予
防
プ
ラ
ン
は
２
３
０
名
を

超
え
ま
し
た
。

「
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
」

と
チ
ラ
シ
や
つ
ど
い
の
中
で
気
軽

に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
が
、
内
心
は

ど
き
ど
き
で
す
。
高
齢
者
へ
の
詐

欺
予
防
へ
１
月
は
宮
城
県
消
費
生

活
サ
ポ
ー
タ
ー
委
嘱
を
受
け
ま
し

た
。来

年
か
ら
始
ま
る
介
護
保
険
改

悪
の
総
合
支
援
事
業
へ
の
対
応
で

“
て
ん
て
こ
ま
い
”“
頭
が
痛
い
”

と
い
う
状
態
で
す
。

職
員
の
皆
さ
ん
、
こ
う
い
う
仕

事
を
し
て
い
る
職
員
も
い
る
こ
と

を
覚
え
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

せ
て
、
介
護
予
防

の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
介
護
予
防
の

拠
点
と
し
て
の
役

割
、
地
域
系
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
支
援

を
行
っ
て
い
ま

す
。地

域
状
況
は

南
光
台
地
域
は

泉
区
の
10
・
９
％

スタッフの皆さん

上写真真ん中が
山岸所長
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憶
を
繋
ぎ
止
め
る
大
き
な
活
動
の

一
つ
で
あ
り
、
今
な
お
先
の
見
え

な
い
健
康
不
安
に
苦
し
み
な
が
ら

生
活
を
さ
れ
て
い
る
住
民
の
方
々

に
、
少
し
で
も
寄
り
添
う
事
が
で

き
る
瞬
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

子
供
た
ち
の
甲
状
腺
が
ん

の
発
症
状
況

皆
さ
ん
は
、
福
島
県
内
の
子
供

た
ち
の
甲
状
腺
が
ん
の
発
症
状
況

を
知
っ
て
い
ま
す
か
？　

未
だ
東

京
電
力
福
島
第
一
原
発
事
故
と
甲

状
腺
が
ん
と
の
因
果
関
係
は
解
明

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
現
在
、
福

島
県
内
の
子
供
た
ち
（
調
査
対

象
：
震
災
時
18
歳
以
下
の
約
36
万

人
）
の
中
で
、
小
児
甲
状
腺
が
ん

及
び
疑
い
と
さ
れ
て
い
る
子
供
た

ち
は
、
日
々
増
え
続
け
１
６
３
人

に
上
っ
て
い
る
事
が
福
島
県
民
調

査
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す

（
２
０
１
６
年
２
月
15
日　

福
島

県
民
調
査
報
告
書
よ
り
）。

１
９
８
６
年
に
発
生
し
た
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
の
原
発
事
故
で
は
、

放
射
性
ヨ
ウ
素
の
内
部
被
ば
く
に

よ
り
、
事
故
後
５
年
か
ら
10
年
経

過
し
て
甲
状
腺
が
ん
の
発
症
率
が

高
く
な
っ
て
お
り
、
我
が
国
も
予

断
を
許
さ
な
い
現
状
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

宮
城
県
内
で
は
福
島
県
と
の
県

境
地
域
を
中
心
に
、
ま
た
県
北
な

ど
に
ホ
ッ
ト
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
放

射
性
物
質
の
汚
染
地
域
が
散
在
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
国
か
ら
の

健
診
事
業
の
支
援
は
な
く
宮
城
県

内
で
も
各
自
治
体
任
せ
の
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。

原
発
被
ば
く
者
健
診 

（
甲
状
腺
エ
コ
ー
）の
経
過

私
が
初
め
て
原
発
被
ば
く
者
健

診
（
甲
状
腺
エ
コ
ー
）
に
携
わ
っ

た
の
は
、
２
０
１
２
年
12
月
に
福

島
市
医
療
生
協「
い
い
の
診
療
所
」

で
実
施
さ
れ
た
福
島
双
葉
町
の
避

難
住
民
を
対
象
と
し
た
甲
状
腺
エ

コ
ー
健
診
で
し
た
（
双
葉
町
：
福

島
第
一
原
発
か
ら
３
・
５
㎞
の
地

域
、
全
日
本
民
医
連
と
委
託
契

約
）。この

時
、
全
日
本
民
医
連
の
小

西
副
会
長
は
じ
め
、
北
海
道
、
福

島
、
宮
城
県
連
か
ら
医
師
と
検
査

技
師
が
参
加
し
、
小
児
甲
状
腺
エ

コ
ー
の
症
例
経
験
が
ま
だ
浅
く
、

手
探
り
状
態
で
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
取
り
組
み
ま
し
た
。
同
年
２
月

に
は
福
島
市
医
療
生
協
わ
た
り
病

院
、
３
月
に
は
福
島
わ
た
り
市
小

名
浜
病
院
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
福
島
浪
江
町
と
も
委
託

契
約
を
結
び
、
甲
状
腺
検
査
受
託

医
療
機
関
と
し
て
長
町
病
院
と
当

院
が
登
録
さ
れ
、
年
齢
を
問
わ
ず

現
在
も
受
け
入
れ
を
行
い
、
全
国

の
民
医
連
で
も
県
外
避
難
者
の
甲

状
腺
エ
コ
ー
検
診
や
被
ば
く
相
談

会
な
ど
様
々
な
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

小
児
甲
状
腺
エ
コ
ー
の 

特
徴
的
な
所
見

小
児
甲
状
腺
エ
コ
ー
の
症
例
を

重
ね
る
う
ち
に
、
成
人
に
は
見
ら

れ
な
い
特
徴
的
な
エ
コ
ー
所
見
を

経
験
し
ま
し
た
。
甲
状
腺
エ
コ
ー

を
受
け
た
子
供
た
ち
の
大
半
に
嚢

胞
所
見
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
他
結

節
（
し
こ
り
）
や
異
所
性
胸
腺
な

ど
も
見
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
中
で
、

甲
状
腺
内
に
複
数
の
嚢
胞
を
認
め

る
ケ
ー
ス
は
と
て
も
興
味
深
く
、

こ
れ
は
放
射
線
の
影
響
に
よ
る
も

の
な
の
か
？
問
題
な
い
と
さ
れ
る

福
島
県
民
調
査
の
判
定
基
準
は
正

し
い
の
か
？
と
い
う
疑
問
が
浮
き

彫
り
に
な
り
ま
し
た
。こ
れ
ら
は
、

エ
コ
ー
所
見
の
変
化
の
長
期
的
な

観
察
と
多
角
的
な
医
学
知
見
か
ら

検
証
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
感

じ
て
い
ま
す
。

第
３
回
目
と
な
る
白
石 

越こ
す
ご
う河
原
発
被
ば
く
健
診

最
近
で
は
、
本
年
２
月
７
日
に

県
南
医
療
生
協
し
ば
た
協
同
ク
リ

ニ
ッ
ク
に
て
、
第
３
回
目
と
な
る

白
石
越
河
原
発
被
ば
く
健
診
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
（
対
象
：
白
石
市

越
河
小
学
校
児
童
及
び
越
河
地
域

大
震
災
の
記
憶
を
繋
ぎ
止

め
る
大
き
な
活
動
の
一
つ

私
に
と
っ
て
原
発
被
ば
く
者
健

診
と
関
わ
る
こ
と
は
、
自
分
の
中

で
薄
れ
ゆ
く
東
日
本
大
震
災
の
記

検査開始直前の阿部さん検査スタッフと
打ち合わせ確認
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在
住
者
、
受
診
者
は
26
名
、
第
１

回
目
は
62
名
、
第
２
回
目
は
31

名
）。
主
催
は
「
県
連
原
発
ひ
ば

く
者
健
診
を
進
め
る
推
進
委
員

会
」
で
す
。
構
成
メ
ン
バ
ー
は
委

員
長
に
阿
南
陽
ニ
医
師
、
佐
藤
佳

樹
医
師
、
矢
崎
と
も
子
医
師
を
含

め
た
計
14
名
。
そ
の
他
、
健
診
時

の
要
員
と
し
て
小
児
科
の
豊
田
将

夫
医
師
は
じ
め
、
看
護
師
、
保
健

師
、
事
務
、
放
射
線
技
師
、
検
査

技
師
の
総
勢
20
名
以
上
が
毎
回
各

事
業
所
か
ら
参
加
し
て
い
ま
す
。

健
診
の
内
容
は
問
診
、身
体
測
定
、

心
電
図
、
採
血
（
一
般
採
血
に
加

え
、甲
状
腺
ホ
ル
モ
ン
）、尿
検
査
、

甲
状
腺
エ
コ
ー
、診
察
な
ど
で
す
。

後
日
、
甲
状
腺
エ
コ
ー
検
査
結
果

の
判
定
会
議
を
医
師
・
放
射
線
技

師
・
検
査
技
師
間
で
行
い
、
最
終

的
に
総
合
判
定
会
議
を
経
て
、
健

診
結
果
を
郵
送
し
て
い
ま
す
。

こ
の
健
診
で
は
、
職
員
一
人
一

人
が
健
康
被
害
の
不
安
を
抱
え
る

子
供
と
両
親
の
思
い
に
直
接
触
れ

ら
れ
る
良
い
機
会
に
な
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
継
続
す
る

上
で
は
、健
診
料
金
（
賠
償
請
求
）

や
要
員
体
制
な
ど
の
課
題
も
あ
り

ま
す
が
、
苦
し
ん
で
い
る
小
さ
な

声
に
耳
を
傾
け
民
医
連
職
員
と
し

て
、
で
き
る
限
り
応
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

健診参加スタッフのみなさん

スタッフ担当打ち合わせ確認

宮城厚生協会は、4病院、9診療所、7ケアステーション、有料老人ホー
ム、地域包括支援センター、検診・予防事業運営、医療従事者の研修・教
育事業に対し、企業や個人の皆様方から広く寄附金を受け入れ、その結果
を通じて地域連携支援や社会貢献に役立てています。

宮城厚生協会への寄附金は、各事業所運営に必要な機器や消耗品の
購入および医療従事者の教育・育成などに使用させていただきます。

寄附者が個人の場合、その年中に寄附した合計額（総所得額の40％を限度）
から2千円を差し引いた額について、所得控除を受けることができます。寄附者
が会社などの場合、寄附金の全額が損金に算入されます。

寄附金による税制上の優遇措置

ご快諾いただいた方のご芳名を宮城厚生協会ホームページ及び
各事業所にて公表させていただきます。

公益寄附金への
ご協力をお願いいたします

公益財団法人宮城厚生協会

寄附金の申し込み手続き

寄附金の使い方

ご  連  絡  先

宮城厚生協会へ寄附していただける方は、下記までご連絡願います。

〒985-0835
宮城県多賀城市下馬二丁目13番7号

（代表電話）022-361-1113 （経営管理担当直通）022-367-9516
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「カドリール」という競技
乗馬には、「カドリール」というチーム競技があり

ます（私が乗馬をやっているというのは既成事実とし
て話が始まっています）。馬に乗ってやるシンクロナ
イズドスイミングみたいなものです（泳ぎませんが）。
４～10人程度のチームで、音楽に合わせながら円を
描いたり交差したり並列で進んだりして、その美しさ
を競う競技です（のはずです）。

私は乗馬を始めて10年になりますが、初年度（と
は言わないか？）からこのカドリールをやっています。
が、最初は「馬に乗ってやる仮装行列」という認識を
抱いていました。

なんたって、最初にやったのは「桃太郎が生まれる前の桃」でした。その次は、クララが立つ
瞬間に周りで走り回るヤギ。ずっと同じ監督のチームでやっているので、この変な路線からどう
も離れられずにいます。美しさ？ どこの話？ この間やったのは、テルマエロマエの「平たい顔族」
でした。（写真上参照）

うちの「ぶーちゃん」はほんとにいいやつ
ところで、すれ違ったり並列したりというのは、

性格がいい馬でないと難しいのです。競馬で勝負
根性を発揮する馬なんて、多分だめです。うちの
ぶーちゃんは、その点ほんとにいいやつです。さ
らに、シャンプーハットをかぶらされても、上に
乗る人が剣を振り回しても（それは進撃の巨人の
調査兵団でした）気にしない大らかさ。おまけに
頭もいいので、練習をしているうちに、次は右に
曲がるとかここで円を描くとか覚えてくれます。

『頼りになるなあ』。（写真下）
この頼りになりっぷりを買われて、こんどは

ダース・ベイダーに抜擢され（私じゃなくてぶー
ちゃんが、です）、先日ヘルメットの試着をしま

したがへっちゃらでした。この「ヘルメット」なるものは私の手作りです。
泉病院で私が怪しい縫い物をしているときは、たいていカドリール関連の何かです。今はチュー

バッカの毛皮づくりに邁進中。（あれ？乗馬の話でしたよね？）

馬に乗ってみたい方、体験乗馬のチケットあげます。お声がけください。実はかなりの運動に
なりますよ。ちなみにこれまで９回の落馬歴がありますが（全部違う馬から落ちてます）、ほぼ
無傷です。

そうそう、ぶーちゃんの本名はブレイブ・パートナーと言います。ぶーちゃんからは落とされ
たことはありません。ほんとにいいやつです。

泉病院医局 関口すみれ子

「平たい顔族？」の関口先生

頼りになる「ぶーちゃん」

カドリールの話 というか、

　　ぶーちゃん自慢
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